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人生ドライブの助手席には… 
イエス・キリスト ファミリー教会牧師 大橋由享 

 
 今から30年近く前。ある夏の夜のこと。初めて訪れた札幌で、私は焦りに焦っていた 
 当時、キリスト教系出版社に勤めていた私は、この時、北海道遠征に来ていた。各部から選抜さ

れた4人のチームで、各地の教会を巡る直販の旅。キャラバン隊である。 
ところが、いよいよ明日が最終日というこの日、東京から連絡が入った。本社で緊急事態発生。

チームの他のメンバーは、まさにそのトラブルが起きた部署に所属していたので、東京にとんぼ返

りせよというのである。 
 こうして、札幌の夜に取り残されたのは、自社製品を満載したワンボックスカーと、方向音痴、

地図が読めない、運転が苦手という三重苦の私一人だったのだ。もちろん、カーナビの「カ」の字

もない時代である。 
その夜、私は、ビジネスホテルの一室で、冷や汗をかきながら、地図とにらめっこをした。この

時の気持ちは、車の運転が苦にならない人には、想像もつかないだろう。 
思い余った私は、かなり遅い時間だったにもかかわらず、訪問先の教会に電話をかけた。電話に出

たのは、若い牧師。私が事情を説明すると、「それは本当に大変ですね」と心底同情してくれた。そ

して、教会までの道筋を丁寧に教えてくれたのだ。 
そして、翌朝。驚くべきことが起こった。その牧師が、ホテルまで、電車を乗り継いでで来てく

れたのだ！  
私の不安は、吹き飛んだ。なにしろ、目的地から来てくれた牧師が助手席に座ってくれたのだ。

これほど確かな道案内はいないではないか！ 
こうして、不安でたまらなかったドライブは、助手席の気さくな牧師と語り合いつつ行く、愉し

いひとときとなったのだ。 
私は、時々、この時のことを思い出す。そして、ああ、イエスさまがしてくれたのは、まさにこ

ういうことだったのだなぁと感動するのだ。 
2,000 年前のあの夜、神の御子は、私たちの目的地からこの地上に降って来た。そして、インマ

ヌエルという名を持つ神は、19歳の時、私の人生ドライブの助手席に乗ってくださった。以来、ず

っと一緒である。 
このお方との関係を楽しみながら旅を続けていきたい。そして、一人でも多くの方が、人生ドラ

イブの助手席にイエスさまを招いてもらいたい。そんなことを思った2022年のスタートである。 
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｢千葉ライフ･ライン事務局｣からの 

とれたてホットニュース 
こう言われた。「まことに、あなたがたに言います。向きを変

えて子どもたちのようにならなければ、決して天の御国に入れま

せん。ですから、だれでもこの子どものように自分を低くする人  
が、天の御国で一番偉いのです。」（新改訳2017マタイ１８：３、４） 
１． ライフ・ラインを見よう 
コロナの中、教会へ行けなくなった方々へ。証

しと賛美とメッセージが聞けるライフ・ラインを

用いてください。 

 

２．共に祈りましょう 
 ウィルス感染、火山大爆発と伴う津波。聖書の

記述のほかに新しい災害が起こっています。被害

を受けないよう祈りましょう。 

 

３．お祈りください。 
オミクロンの前にただ収束を待つだけです。 

番組制作ができるように。再び現地に出かけ

て、インタビュー等、番組を制作できますように。 

放映継続のために。ご賛同されます方々、教会

が与えられますように。献金の送り先はニュース

レター１面の振込先まで。また、ゆうちょダイレ

クト等手数料無料で振り込める方はぜひご協力

お願いいたします。１月１７日より現金で振り込

むと１１０円の加算料金が受取人負担の用紙を

使ってもかかります(通帳・カード利用は無料)。 

 

４．ライフ・ラインＣＭを募集します。 

ライフ・ラインで教会案内をしてみませんか。

ＣＭ料金は、毎月、案内は１回４０００円、教会

案内と番組放映の維持の働きをいたします。 

よろしく、お願いいたします。 

 お申込み、お問い合わせはホームページから、

あるいは、０９０－６７０９－０７２６山本進、

または事務局へ。 
 

放送レスポンス状況 
 毎週放送のレスポンス  
１２月   千葉４６通（初めてお便り ４通） 

 聖書通信講座  
 １２月も引き続き現在３名の方が受講されていま

す。救いのため、お祈りください。在主。(山本進) 

                        

＜２０２２年２月の千葉ライフ・ライン祈祷会＞ 

２月８日(火)午前１０時半～１２時 の予定 

千葉クリスチャンセンター(ＣＣＣ)ビル３Ｆ 

（〒260-0021千葉市中央区新宿２－８－２ 

連絡先TEL 043-247-3058 事務局） 

＜奉仕とお交わり＞ 
２月１９日(土)午後１時から、千葉クリスチャンセ

ンタービル３Ｆ、税理士法人グローリア足達会計

事務所(℡043-243-8001)でニュースレター発送を

行います。お時間を見計らってご奉仕ください。

毎回のご奉仕感謝です。大変助かっています。 

＜１２月のおたよりから＞ 
（１週目）・音楽がとても素晴らし 
く心にしみました。愛はこの世で 
一番大切なものだと思います。愛

をたくさんの人に与えるお仕事ですね。日本に来て

下さりありがとうございます。 
（２週目）・初めて観ました。クリスマスの時期、子

どもの幼稚園の日曜礼拝に参加しており、朝の支度

時に賛美歌を聴けるのが心地よかったです。 
・私はクリスチャンですが、このコロナ禍の為に、

残念ながら、教会へは久しく行けておりません。今

回の放送を見ていて、クリスマスの賛美歌を、思わ

ず、一緒に歌っていましたが、とても、清々しく、

また、改めて、イエス様への感謝の思いが湧き上が

ってまいりました。 
（３週目）・今年のクリスマス年末はさみしいものに

なります。ライフ・ラインを見てるだけでやさしい

言葉が何度も聞けて嬉しいものです。元気をもらっ

ています。 
（４週目）・主の家族と共に過ごせました 1 年、 恵
みの中に守られた事を感謝します。 
・神がいるならば誰しも当然何故に予想にもしない

事が起きるのだろうと誰しも思う。 しかしこの映画

のヒロインが突然の悲劇にもあったにもかかわらず

それでも信仰を捨てずに神を讃え讃美をして神を待

ち望んだ所に希望の光が見えてより更にパワーアッ

プして神を信じられるようになったのは素晴らし

い。 
＜あとがき＞ あっという間のオミクロン株です。

皆さん感染に気をつけましょう。（山本） 

【 祈 り 】番組制作・必要の満たし・視聴者の増加とたましいの救いのために 
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